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【２】

望
ま
し
い
姿
の
食
生
活
や
食
文
化
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
食
生
活
の
乱
れ
は
健
康
状
態
ば
か

り
で
な
く
、
考
え
る
力
な
ど
に
も
影

響
を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
食

を
通
し
て
健
全
な
心
身
を
培
い
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
て
る「
食
育
」へ
の

取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
つ
の
目
標
掲
げ
て
推
進

　
昨
年
度
町
内
の
小
・
中
学
生
、
高

校
生
を
対
象
に
実
施
し
た
食
生
活
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

「
一
人
で
食
事
を
食
べ
て
い
る
」
や

「
朝
食
を
食
べ
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と

答
え
た
子
供
の
割
合
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
健
全
な
食
生
活
を
送
っ
て
い

「「「「「「「「「「
食食食食食食食食食食
「
食
」」」」」」」」」」」のののののののののの
大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切
ささささささささささ
学学学学学学学学学学

の
大
切
さ
学
びびびびびびびびびびび

健健健健健健健健健健健
ややややややややややや
かかかかかかかかかか
なななななななななな
暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮
らららららららららら
しししししししししし

か
な
暮
ら
し
ををををををををををを

　
町
で
は
、
食
育
基
本
法
に
基
づ
い
て
、「
山
田
町
食
育
推
進
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
山
田
の
食
の
恵
み
を
大
切
に

『
健
康
・
文
化
・
伝
統
』
な
ど
健
全
な
食
生
活
の
推
進
を
目
指
す
」
を
基
本

理
念
に
３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
食
育
の
推
進
施
策
を
総
合
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。
計
画
期
間
は
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
５
年
間
。

２０

２４

こ
こ
で
は
、
新
た
に
始
ま
っ
た
同
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

薄
れ
ゆ
く
「
食
」へ
の
意
識

　
人
が
生
き
て
い
く
上
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い「
食
」。
わ
た
し
た
ち

は
食
べ
る
こ
と
を
通
し
、
生
き
る
力

を
は
ぐ
く
み
、
豊
か
な
知
識
を
身
に

付
け
文
化
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
中
で
、
価
値
観
が
多
様

化
し
、
食
生
活
や
そ
れ
を
取
り
巻
く

環
境
も
変
化
。
ま
た
、
忙
し
い
生
活

を
送
る
中
で
、
毎
日
の
食
の
大
切
さ

に
対
す
る
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
規
則
正
し
い
食
事
や
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
、
家
族

が
食
卓
を
囲
ん
だ
楽
し
い
食
事
な
ど
、

　「
山
田
町
食
育
推
進
プ
ラ
ン
」
は
、

平
成
　
年
に
施
行
さ
れ
た
食
育
基
本

１７

法
に
基
づ
き
、
国
や
県
の
食
育
推
進

基
本
計
画
や
第
８
次
山
田
町
総
合
発

展
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

本
町
の
食
育
を
具
体
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
の
行
動
指
針
で
す
。

　
同
プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

食
生
活
や
食
に
関
す
る
意
識
を
調
査

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ
の
結

果
を
基
に
山
田
町
婦
人
団
体
協
議
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
食
生
活
改
善
推
進
員
、

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
　１７

人
か
ら
な
る
委
員
で
構
成
さ
れ
る

「
山
田
町
食
育
推
進
計
画
策
定
委
員

会
」（
野
田
和
子
委
員
長
）
で
計
３
回

の
審
議
を
経
て
、
同
プ
ラ
ン
が
実
施

元気いっぱいに給食を食べる大浦保育園の園児たち

◆食育って何？
　国民一人一人が健全な食生活を送ることができる

よう、食に関する知識と食を自分で正しく選択する

判断力を育てるための取り組みのこと。食育は単純

に食生活を改善するだけではなく試食を理解し、感

謝する心を育てる試郷土料理など伝統ある食文化を

伝えていく試地域の特性を生かす――ことなどが求

められています。また、６月を「食育月間」、毎月１９日

を「食 育 の日」と定め、普及啓発が行われています。
１９

【３】

食育を推進
するための
取 り組 み

る
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、　

歳
以
上
を
対
象
に
し
て
い

４０

る
循
環
器
検
診
で
は
、
お
よ
そ
４
割

の
人
が
肥
満
の
傾
向
に
あ
り
、
食
生

活
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
同
プ
ラ

ン
で
は
「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
山

田
の
食
の
恵
み
を
大
切
に
『
健
康
・

文
化
・
伝
統
』
な
ど
健
全
な
食
生
活

の
推
進
を
目
指
す
」
を
基
本
理
念
に

掲
げ
▽
規
則
正
し
い
食
習
慣
の
確
立

▽
食
文
化
の
普
及
・
伝
承
▽
感
謝
の

心
の
育
成
―
―
の
３
項
目
を
基
本
目

標
に
設
定
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
家
庭
や
教
育
機
関
、
地
域
、
行

政
の
４
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

実
践
す
る
活
動
内
容
や
目
標
数
値
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
　
日
の
「
食
育
の
日
」

１９

を
「
や
ま
だ
ま
ち
旬
を
味
わ
う
日
」

と
定
め
、
食
育
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
食
育
」で
健
康
な
暮
ら
し
を

　
わ
た
し
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で

「
食
」
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
健
全

な
食
生
活
や
食
文
化
を
身
に
付
け
る

「
食
育
」は
全
国
的
に
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康

で
生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
を
送
る

た
め
、
皆
さ
ん
も
家
庭
や
地
域
で

「
食
育
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保
健
福
祉
課

健
康
づ
く
り
担
当
（
察
　－

３
１

８２

１
１
内
線
１
６
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

なるべく避けたい
６つの「こ食」とは

　何かと忙しい現代の

食生活において、６つ

の「こ食」が問題とさ

れています。家庭での

食生活の乱れは必要な栄養素が十分に取れないばかりで

なく、コミュニケーション不足によりお子さんの社会性

や協調性が十分に育たない可能性もあるといわれていま

す。皆さんのお宅では、「こ食」になっていませんか？

◆気を付けよう６つの「こ食」

①家族がいない食卓で一人で食べる「 孤 食」
こ

②家族が別々なものを食べる「 個 食」
こ

③好きなものしか食べない「 固 食」
こ

④食が細く食べる量が少ない「 小 食」
こ

⑤パンなど小麦粉を使った主食を好んで食べる「 粉 食」
こ

⑥味が濃い食品を好んで食べる「 濃 食」
こ

家庭 行政

地域
教育
機関

・「早寝、早起き、朝ごはん」の望ましい生活習慣を

身に付ける

・１日３食きちんと食べる習慣を身に付ける

・食前食後のあいさつやはしの持ち方など、食事マ

ナーを指導する

・家族みんなで会話をしながら食事する

・食事の準備や後片付けを子供と一緒にすることで、

食に接する環境をつくる

・伝統行事を通じ、昔ながらの行

事食を伝える

・適切な食事の量と適度な運動を

心掛ける

・旬の食材を活用した郷土料理や

行事食の普及に努める

・生産現場を紹介し、どんな食材

が作られているかを消費者や子

供たちに知ってもらう

・安全で安心な地場産物の消費に努める

・農林漁業を体験するグリーン（ブルー）ツーリズ

ム活動を推進する

・各種料理教室を開催し、食と栄養に関する普及啓

発を行う

・そのほか、各団体ごとに創意工夫を凝らしたイベ

ントや講演会などを実施する

実習指導を通じ、食に関する学習指導を行う

・地域と連携し、食物の育成から収穫、調理などを

通じて収穫の喜びや食物への関心を持たせる

・家庭と連携し、望ましい生活リズムをつくるため

の栄養指導などを行う

・保育園などで郷土料理を取り入れた献立づくりを

推進する

・弁当を作ってくれる保護者への

感謝の気持ちを育てる

・食事マナーやバランスの良い食

べ方を指導する

・地場産物を活用した食育講座や

・食生活改善推進員を養成し、推

進員と連携して各種イベントを

実施する

・内臓脂肪型症候群や食事バラン

スガイドの知識を普及させる

・食育出前講座や各種イベントの実施

・児童生徒や保護者など対象者に応じた食育教室や

栄養相談の実施

・地場産物を利用した郷土料理のレシピ集作成や料

理講習会の実施

・ホームページや広報を活用した食育のＰＲ

・生産者と消費者の交流の場を提供する

　岩手県保険医協会では、「食の安全」に関する講演

会を開催します。参加費は無料ですので、どうぞご

来場ください。

試日時　６月８日（日）　午後３時～５時

試場所　ホテルルイズ３階（盛岡市）

試内容　講演「輸入食品から見直す食生活『それで

も食べますか』」講師・石黒昌孝さん（農民運動全

国連合会食品分析センター所長）

試問い合わせ　岩手県保険医協会（察０１９－６５１－

７３４１）へどうぞ。

「食の安全」の講演会
盛岡市で開催されます



き
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
（
投
票
日
ま
で
に
町
外
に

転
出
す
る
人
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
）

※
町
内
で
転
居
す
る
予
定
の
方
は
次

の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
６
月
　
日
ま
で
に
届
け
出
を
し
た

２２

人
…
新
住
所
地
で
投
票

②
６
月
　
日
以
降
に
届
け
出
を
し
た

２３

人
…
旧
住
所
地
で
投
票

　
　
　
　
投
票
の
ご
利
用
を

　
７
月
２
日
か
ら
、
期
日
前
・
不
在

者
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
同
制
度
を

利
用
し
、
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
期
間
　
７
月
２
日
～
５
日

◆
時
間
　
午
前
８
時
半
～
午
後
８
時

　（
土
曜
日
も
同
じ
で
す
）

◆
場
所
　
役
場
２
階
特
別
会
議
室

◆
持
参
す
る
物
　
入
場
券

■
即
日
開
票
で
す

　
開
票
作
業
は
、
当
日
の
午
後
７
時

半
か
ら
、
山
田
南
小
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
す
。

山田町長選挙

候
補
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け

確
か
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う

　
山
田
町
長
選
挙
が
７
月
１
日
告
示
、
７
月
６
日
を
投
票
日
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
向
こ
う
４
年
間
の
町
の
進
む
べ
き
方
向
を
決
め
る
た
め
の

大
切
な
選
挙
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
と
き
で
す
。
候

補
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
確
か
な
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。
投
票

日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
用
事
が
あ
る
人
は
期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票

を
利
用
し
、
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

に
は
、
投
票
所
の
係
員
が
本
人
の
代

わ
り
と
な
り
、
本
人
が
指
示
し
た
と

お
り
に
投
票
用
紙
に
記
入
す
る
代
理

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
同
制
度
の

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
投
票
所
で

係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
投
票

内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
、
一
切
口
外
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
制
度
は
、
期
日
前
・
不
在
者

投
票
所
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
投
票
で
き
る
人

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、

次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

▽
昭
和
　
年
７
月
７
日
以
前
に
生
ま

６３

れ
た
人
で
、
平
成
　
年
３
月
　
日

２０

３１

ま
で
に
転
入
届
け
を
し
、
引
き
続

　
投
票
は
○
印
の
記
入
式

　
今
回
の
町
長
選
挙
（
投
票
用
紙
は

白
色
）
で
は
、
投
票
し
よ
う
と
す
る

候
補
者
の
氏
名
の
上
欄
に
「
○
」
を

記
入
し
て
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

　
６
日
の
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
、
投
票
所
は
左
㌻

表
の
と
お
り
町
内
　
カ
所
と
な
っ
て

２５

い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
選
挙
か
ら

豊
間
根
第
４
投
票
所
が
上
豊
間
根
自

治
交
流
会
館
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
投
票
に
出
掛
け
る
際
は
、
後
日
配

布
さ
れ
る
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い

る
投
票
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
係
員
が
投
票
を
補
助
し
ま
す

　
自
筆
で
投
票
す
る
の
が
難
し
い
方

期
日
前

不
在
者

【４】

　身体障害者者手帳などの交付を受けている人で、記載

されている内容が次に該当する方は、郵便による投票

ができます。郵便投票をする人は、町選管から交付さ

れた郵便投票証明書を提示の上、７月２日までに投票

用紙を請求してください。なお、告示日（７月１日）

前でも請求できます。

◆郵便投票ができる人

試身体障害者手帳…両下肢などの障がいが１、２級、内

臓機能障がいが１、３級、免疫障がいが１～３級の人

試戦病傷者手帳…両下肢などの障がいが特別項症～第

２項症、内臓機能障がいが特別項症～第３項症の人

試介護保険の被保険者証…要介護状態区分が「要介護

５」の人

※郵便投票証明書をお持ちでない方は、町選管へ交付

の申請をしてください。また、証明書には有効期限

がありますので、期限が切れている方は忘れずに更

新の手続きをしてください。

―自筆できない方には代理記載制度があります―

　郵便投票の対象となっている方で、障害者手帳など

に記載されている内容が次に該当し、自ら記載するの

が困難だという方は、事前に登録した代理人に投票に

関する記載をさせることができます。

試身体障害者手帳…上肢または視覚の障がいが１級

試戦病傷者手帳…上肢または視覚の障がいが特別項症

から第２項症まで

◆申込先・問い合わせ　町選挙管理委員会事務局（察

８２－３１１１内線４１１）へどうぞ。

投　　　票　　　所投票区

山田漁村センター

町中央公民館

北浜防災センター

さくら幼稚園

関谷林業担い手センター

関口農業担い手センター

山　田第１

２

３

４

５

６

船越防災センター

山の内生活改善センター

船越漁村センター

大浦漁村センター

小谷鳥コミュニティセンター

船　越第１

２

３

４

５

織笠コミュニティ細浦ブロックセンター

織笠漁協水産倉庫

旧岩手宮古農協織笠支店

猿神農業担い手センター

田子の木生活改善センター

織笠コミュニティ外山ブロックセンター

織　笠第１

２

３

４

５

６

ふるさとセンター

大沢漁協新倉庫

大　沢第１

２

豊間根生活改善センター

農村婦人の家

田名部林業担い手センター

上豊間根自治交流会館

荒川農業構造改善センター

馬鞍コミュニティセンター

豊間根第１

２

３

４

５

６

◆投票所一覧

郵便による投票ができます

　
道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

６
月
１
日
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
主
な
改
正
内
容
は
▼
後
部
座
席
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
義
務
化
▼
　７５

歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
高
齢
運
転

者
標
識
の
表
示
が
義
務
化
▼
聴
覚
障

が
い
者
が
条
件
付
き
で
免
許
取
得
可

能
に
―
―
な
ど
で
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
全
員
が
着
用

　
乗
用
車
に
乗
る
場
合
、
こ
れ
ま
で

は
後
部
座
席
に
乗
っ
た
人
は
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
す
る
よ
う
に
努
め
る
必
要

（
努
力
義
務
）
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
改
正
に
よ
り
運
転
者
は
同
乗
者

全
員
に
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
歳
以
上
は
も
み
じ
マ
ー
ク
必
須

75
　
こ
れ
ま
で
、　

歳
以
上
の
運
転
者

７０

は
高
齢
者
運
転
標
識
（
通
称
も
み
じ

マ
ー
ク
）
を
表
示
す
る
よ
う
に
努
め

運
転
者
が
運
転
す
る
と
き
は
も
み
じ

マ
ー
ク
を
必
ず
表
示
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
な
お
、　

歳
～
　
歳
の

７０

７４

運
転
者
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
努
力
義

務
と
な
り
ま
す
。

　
聴
覚
障
が
い
者
も
運
転
可
能
に

　
こ
れ
ま
で
聴
力
に
障
が
い
が
あ
る

方
は
運
転
免
許
を
取
得
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
条
件
付
き
で
普
通
第
一

種
免
許
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
運
転
す
る
た
め
に
は
、
乗
用

こ
と
が
必
要
で
、
違
反
し
た
場
合
に

は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

運
転
で
き
る
の
は
普
通
自
動
車
に
限

ら
れ
、
原
動
機
付
自
転
車
や
小
型
特

殊
自
動
車
は
運
転
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
「
聴
覚
障
害
者
標

識
」
を
表
示
し
て
い
る
車
に
対
し
て

の
幅
寄
せ
や
割
り
込
み
が
禁
止
さ
れ
、

違
反
者
に
は
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
宮
古
警
察
署
交
通

課
（
察
　－

０
１
１
０
）
へ
。

６４

全
員
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
義
務

道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
に

る
必
要
（
努
力

義
務
）
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今

回
の
改
正
に
よ

り
　
歳
以
上
の

７５

高
齢
者
運
転
標
識

聴覚障害者標識

車
に
ワ
イ
ド

ミ

ラ

ー

と

「
聴
覚
障
害

者
標
識
」
を

取
り
付
け
る

【５】

６月１日
から



【６】

地
方
自
治
発
展
に
力
を
尽
く
す

を
歴
任
し
、
平
成
５
年
に
は
議
長
を

務
め
る
な
ど
地
方
自
治
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
。
ま
た
、
県
議
会
教
育
問

題
対
策
議
員
連
盟
を
立
ち
上
げ
「
い

わ
て
教
育
の
日
（
毎
年
　
月
１
日
）」

１１

の
制
定
に
携
わ
る
な
ど
、
次
世
代
を

担
う
子
供
た
ち
の
教
育
に
も
力
を
注

い
で
き
ま
し
た
。

　
 
々
木
さ
ん
は
「
内
助
の
功
に
も

感
謝
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
町
民

の
皆
さ
ん
が
応
援
し
て
く
れ
た
か
ら

こ
そ
、
こ
れ
ま
で
議
員
を
続
け
る
こ

と
が
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
勲
章
は
わ
た
し
一
人
が
い
た
だ

い
た
も
の
で
は
な
く
、
山
田
町
民
み

ん
な
で
受
章
し
た
も
の
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

務
め
ま
し
た
。
そ
の

間
予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
、
総
務
常
任

委
員
会
委
員
長
な
ど

旭日中綬章

地方自治功労

 々木　 俊 　
とし

 夫 さん
お

(大沢・７７歳）

瑞宝双光章 保
護
司
と
し
て
活
動
続
け
　
年
２９

　
 
藤
さ
ん
は
「
叙
勲
の
こ
と
は

ま
っ
た
く
頭
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た

ね
」
と
驚
き
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た

人
に
対
し
、
生
活
相
談
な
ど
社
会
復

帰
へ
の
手
助
け
を
目
的
に
活
動
す
る

保
護
司
。
豊
間
根
中
の
教
諭
と
し
て

勤
め
て
い
た
 
藤
さ
ん
は
昭
和
　
年
５４

に
保
護
司
に
委
嘱
さ
れ
、
以
来
　
年
２９

に
わ
た
っ
て
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生

支
援
に
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

　「
保
護
司
と
し
て『
罪
を
憎
ん
で
人

　
豊
間
根
の
 
藤
仁

志
さ
ん（
　
）が
、
瑞

７３

宝
双
光
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

を
憎
ま
ず
』
の
精
神
で
こ
れ
ま
で
活

動
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
日
ま
で
続

け
て
こ
ら
れ
た
の
も
先
輩
や
同
僚
の

支
え
、
家
族
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ

と
で
、
周
囲
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
更
生
し
た
方
が

そ
の
後
結
婚
し
、
あ
い
さ
つ
に
来
た

と
き
は
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
良

か
っ
た
と
感
じ
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

す
 
藤
さ
ん
。

　
現
在
は
宮
古
地
区
保
護
司
会
の
副

会
長
を
務
め
、
山
田
町
第
一
保
育
所

長
も
務
め
て
い
る
 
藤
さ
ん
。「
地

域
の
た
め
、
ま
た
犯
罪
を
予
防
す
る

た
め
に
も
、
元
気
な
う
ち
は
保
護
司

の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
意
欲
に
燃
え
て
い
ま
す
。

更生保護功労

 　藤　 仁 　
ひと

 志 さん
し

(豊間根・７３歳）

　
大
沢
の
 
々
木
俊
夫
さ
ん（
　
）が
、

７７

旭
日
中
綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
 
々
木
さ
ん
は
「
わ
た
し
に
は
過

ぎ
た
栄
誉
で
す
が
、
と
て
も
感
激
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
名
誉
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
受
章
の
喜
び
を

話
し
て
い
ま
す
。

　
家
業
の
漁
業
を
継
い
だ
 
々
木
さ

ん
は
昭
和
　
年
、
地
域
の
振
興
の
た

５４

め
に
は
政
治
の
力
が
必
要
と
感
じ
、

県
議
会
議
員
に
立
候
補
。
初
出
馬
か

ら
７
回
連
続
で
当
選
し
、
昨
年
４
月

ま
で
の
　
年
間
に
わ
た
っ
て
議
員
を

２８

Vol.16

い
つ
も
笑
っ
て
過
ご
す
の
が
一
番

上　林　カ　チ さん
(北浜町・７９歳）

【７】

　平成２０年春の叙勲が４月２９日に発表され、本町の

 々木俊夫さんが旭日中綬章、 藤仁志さんが瑞宝

双光章、藤原喬さんが瑞宝単光章を受章しました。

３人の方々は長年にわたりそれぞれの分野で活躍さ

れ、その功績に光が当てられました。

漁
業
指
導
調
査
船
に
乗
り
　
年
４１

　
山
田
の
藤
原
喬
さ
ん
（
　
）
が
、

６２

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　「
こ
の
よ
う
な
勲
章
を
い
た
だ
け

る
な
ん
て
思
っ
て
も
み
な
い
こ
と
で
、

い
ま
だ
に
信
じ
ら
れ
な
い
で
す
ね
」

と
驚
き
を
話
し
ま
す
。

　
昭
和
　
年
に
県
水
産
試
験
場
の
甲

４０

板
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
藤
原
さ
ん

は
、
漁
業
指
導
調
査
船
の
岩
手
丸
と

北
上
丸
に
乗
船
。
水
温
や
潮
の
流
れ

を
調
査
す
る
海
洋
観
測
や
水
産
物
の

資
源
調
査
な
ど
を
担
当
し
、
航
海
士

を
経
て
平
成
　
年
に
は
北
上
丸
船
長
、

１０

県
職
員
と
し
て
　
年
間
に
わ
た
っ
て

４１

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
し
た
功
績

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　「
乗
組
員
が
け
が
を
せ
ず
、
元
気

で
航
海
を
終
え
ら
れ
る
の
が
何
よ
り

で
す
の
で
、
常
に
安
全
を
心
掛
け
て

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
」
と
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

　
津
波
注
意
報
や
気
象
警
報
な
ど
で

出
動
し
て
、
家
を
空
け
る
こ
と
も
多

か
っ
た
と
い
う
藤
原
さ
ん
。「
家
庭

を
顧
み
な
い
生
活
で
、
家
族
に
は
苦

労
を
か
け
ま
し
た
。
家
族
が
支
え
て

く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
仕
事
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
ご
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
年
に
は
岩
手
丸
船

１４長
と
な
り
、　

年
に

１８

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
叙
勲
は
、

瑞宝単光章

地方自治功労

藤　原　　　 喬 さん
たかし

(山田・６２歳）

　町水道事業所では、安全で安

心な水道水を供給するため、水

道施設の計画的な整備、安定し

た経営を心掛けています。水道

は皆さんの生活や経済活動を支

えるライフライン。この機会に

水の大切さを考えてみませんか。

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
か

　
　
歳
で
嫁
い
で
か
ら
主

２５
人
を
亡
く
す
ま
で
　
年
近

５０

く
、
一
緒
に
浜
の
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
昔
は
今

の
よ
う
に
便
利
な
道
具
は

無
く
、
朝
か
ら
晩
ま
で
体

を
動
か
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
た
め
か
今
ま
で
病
気

ら
し
い
病
気
を
し
た
こ
と

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
趣
味
は
何
で
す
か

　
週
に
一
度
仲
間
で
集
ま
り
、
ち
ぎ

り
絵
を
作
っ
て
　
年
に
な
り
ま
す
。

１０

同
じ
よ
う
な
色
で
も
少
し
ず
つ
違
っ

た
色
紙
を
何
種
類
も
張
る
こ
と
で
、

絵
に
影
や
表
情
が
出
て
き
ま
す
。
一

枚
完
成
さ
せ
る
の
に
１
カ
月
ほ
ど
か

か
り
ま
す
が
、
見
た
人
が
喜
ん
で
く

れ
る
の
が
楽
し
み
な
ん
で
す
よ
。

★
元
気
の
秘
け
つ
は

　
老
人
ク
ラ
ブ
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た

り
す
る
こ
と
で
す
。
い
つ
も
笑
っ
て

楽
し
く
過
ご
す
の
が
一
番
で
す
ね
。

６月１日～７日は水道週間



さかい　しんや　くん

（山田中央保育園・５歳）

　大きくなったらサッカーの先生
になりたいです。じょうずになっ
て、みんなに教えてあげるんだ。

平泉の世界遺産登録に観光効果期待　平泉町の春の藤原まつりの記事が新聞紙上に大きく掲載され、観光客の人出は、昨年より１万６,０００人も多い１８万２,０００人だったと報じられていた。岩手の観光行事のひとつであるこのまつりは、いわずとも知れた全国に引けを取らない大イベントだ。県観光協会の佐藤理事長は、先日の新聞紙上で、これまでにない誘客効果が期待される平泉文化の世界遺産登録を「逃がす手は無い」と好機を力説している。その一方、陸中海岸魚彩王国実行委員会では、４月から平泉と宮古を結ぶバスツアーの運行を始めたとのこと。岩手の内陸部と沿岸部を観光面で連携させる構想を示していた。
　わが山田は海産物の宝庫。ワカメ、アワビ、カキ、
ホタテなど、数々の海の幸がある。先日のカキまつりを振り返ってみても、町内外はもちろんのこと県外からも多数来場したとあって、私たち町民は好感が持てた。本町の未来に向けた観光客誘致も決して夢ではない気がする。

齋藤忠雄（船越・８２歳）

【８】

山田よいとこ好きな町（１３）

　あの戦争で、国のため、愛する故郷や家族のために

と、何百万人もの方々が命をささげた。やがて、天皇

の「耐え難きを耐え、 偲 び難きを 偲 び」の 詔  勅 により
しの しの しょう ちょく

終戦を迎えた。幸い彼氏は無事で、夢にまで見た愛し

い祖国へ帰国できた。今は「思い出お不動さん」を歌

いながら２人そろって毎年、ご縁日詣をしているそう

です。あの悲しくも愚かな戦時に咲いた若い２人の恋

物語でござんす。

　　　めでたし、めでたし、どっと笑えー。

　ところで、ぼく自身もお不動さんのご縁日に小屋出

しをしたことがある。スルメを干す時に使う長い棒

（山田ではハセギという）をたくさん運び、物好きに手

慣れた男２人を雇い、よその小屋より何倍もある出店

を建てた。家内のほかに女性３人がクルミやゴマもち

などを作り売り出した。いろんな売店が立ち並ぶ狭い

参道は喜びはしゃぐ子供を連れた家族づれの参拝客で

あふれ、剣舞や神楽のお 囃  子 でにぎわい、もう、ワク
はや し

ワクした気分だ。

　わが小屋でゴマもちを食べていたおばあさんに、う

ちの女たちが「こんたにゴマいっぺぇ付けるもんで

ねぇ、もちのうわっつらだけさ塗るもんだ」と言われ

た。よその店に行って見てみたら、なるほど、表面に

だけさっと塗られていた。おばあさんは「こんなに塗

だぐったらもうけにならながべ～」と親切に言ってく

ださったが、うちの女性たち、客がうまいうまいと喜

んで食べてくださるのが嬉しくて、ゴマもクルミも

ごってり塗だぐっていた。もうけなど気に掛けないで、

おいしがるお客の喜びに満足したお不動さんの出店

だった。若き日の思い出の一こまが懐かしくよみがえる。

（つづく）

ペンネーム・山田北州（山田・８７歳）

ＬＬＲ２（？）
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火災報知機の設置に行政の支援を

　５月１０日の朝のニュースで火災報知機の設置の義務化につ

いての報道があり、それによると、設置は個人が行い、消防

署に届け出て確認を得るという事でした。

　設置の義務化は大変良い制度であるとは思いますが、個人

で設置するとなると、われわれ素人ではどのような物を選ん

でよいか分かりづらい面があります。また、お年寄りの家庭

などでは、悪徳業者に引っかかり法外なお金を取られること

がないかという心配があります。

　設置を義務付けるならば、下水道工事のように町内の電気

業者を指定するとともに、回覧板で住民への説明と連絡の徹

底を図るなどして安全な器具を推奨してもらいたいものです。

また、工事終了後の届け出を業者が一括して行うことより、

届け出を忘れることも無くなり、住民サービスとして一石二

鳥になると思います。

　どうか行政のご一考を願いたいものです。

西舘　昼（船越・？歳）

【回答・山田消防署】

　消防署などの公的機関では、具体的に業者のあっせんや指

定をすることはできませんが、町内の取扱店には届け出用紙

を配布し、取り付けの依頼に対応していただ

くようにお願いしてあります。購入する機種

については、安心してご利用いただくため、

日本消防検定協会が技術基準に適合している

ことを証明する「ＮＳマーク」が張られてい

るメーカーのものをお勧めします。

　悪質訪問販売については、町内での情報が寄せられた場合

には防災行政無線により放送するなどしてお知らせしており、

特に高齢者の１人暮らし世帯については、消防署員が防火指

導に合わせて注意を呼び掛けています。

　なお、これから新築する住宅には必ず住宅用火災報知機を

設置しなければなりません。また、現在建っている住宅に対

しての設置期限は平成２３年５月３１日となっております。

　消防署では、今後も町内の防災団体や広報紙を通じて住民

の皆さんへ情報を提供していきたいと考えています。不明な

点は山田消防署（察８２－３１３９）へお問い合わせください。
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◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。

◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。

ズスパリの花に
心動かした遠い

日

　野山では、
若葉の美しさ

や鳥の声が…
。田植

えどき、早苗
田に映る家々

や白い雲、山
なみの

風景を、一風
変わった自然

の野の絵画展
と決め

て、しばしあ
ぜ道にたたず

み満喫した。
ふと足

元を見ると、
黄色く小さい

ズスパリ（ジシ
バリ）

の花。子供の
ころ、畑に行

くと「ズスパ
リはや

せ地におがん
だーよ」と母

から教えられ
た。畑

にとっては厄
介な雑草でも

、根を張り咲
いてい

る可 憐 な花。
その心を自分

にも写したい
と、６０

れん

数年前に心動
かしたもので

す。

菊地サカヱ（
織笠・７３歳）

【９】
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言葉より大切
なもの（１９）



明治４１年生まれの３人が１００歳に

周囲から暖かい祝福受ける

　船越地区の芳賀ヤヱノさん（明治４１年５月５日生まれ）

と織笠地区の山屋ナカさん（同５月１０日生まれ）、境田地

区の石山キヨミさん（同５月１５日生まれ）が満１００歳の

誕生日を迎えました。５月７日には、芳賀さんの自宅を

沼崎喜一町長が訪れ、「１００歳おめでとうございます。こ

れからも長生きしてくださいね」と、長寿祝い金を手渡

しました。芳賀さんは「どうもありがとうございます」

とお礼を言い、祝福に訪れた親族の皆さんとともに長寿

を祝っていました。同月２０日には介護老人保健施設シー

サイドかろ（近藤勝雄施設長）で、山屋さんと石山さん

の「百歳を祝う会」が開かれました。会では、山屋さん

と石山さんに近藤施設長から 印  籠 と「印籠の
いん ろう

 掟 」、沼崎町
おきて

長から長寿祝い金が贈られたほか、お祝いにはまなす学

園の利用者３人による踊りが披露されるなど、ご家族や

利用者の皆さんから暖かく祝福されていました。

三陸山田カキまつりに８,０００人

旬の味覚まるごと味わう

　旬の味覚カキをまるごと味わう「三陸山田カキ（活気）

まつり」が４月２７日、山田魚市場で開かれました。山田

町商工会が中心となって組織する山田の魅力発信実行委

員会（阿部幸栄会長）が、通年事業「三陸山田楽山楽水

の郷２００８」の一環として開催したもので、会場は町内外

から訪れた８,０００ 人の行楽客でにぎわいました。カキ汁

や直径約２.５㍍ のジャンボ鉄板で作る「春ガキの酒蒸し」

の試食コーナーには長蛇の列ができ、販売コーナーで買

い求めた海産物をその場で焼いて食べられるバーベ

キューコーナーも大盛況。また、二本かぎを使い２分間

取り放題の「カキ・ホタテすくい」のほか、特製釣りざ

おで輪のついたカキを釣る「ちびっこカキ釣り大会」や

カキむき体験なども行われ、子供から大人までが次々と

挑戦。漁船による養殖いかだの見学会も行われ、訪れた

人たちはカキの魅力を存分に堪能していました。
５月２０日にはシーサイドかろで行われた「百歳を祝う会」で山屋
ナカさん（写真左）と石山キヨミさんに祝い金を贈呈しました

ジャンボ鉄板で作る春ガキの酒蒸しの試食コーナーでは、
用意した１,２００食分があっという間になくなりました

養殖いかだの見学会では、普段見ることのできない
カキの養殖風景に歓声が上がっていました

【１０】

５月７日には芳賀ヤヱノさん宅を訪問し祝福しました

　今月の題字

福 士 美 
み

 咲 ちゃん
さき

　　　（大沢小３年）

【１１】

織笠地区で第８回植樹祭

緑の成長願い丁寧に植える

　山田の海を守る会（会長・沼崎喜一町長）が主催する

「山に広葉樹を植える運動」第８回植樹祭が５月１１日、

織笠新田地区の町有地で開かれました。海との結び付き

の強い森の大切さを再認識してもらおうと行われている

もので、町内の森林愛護団体や海づくり少年団、漁協関

係者など３５０人が参加。この日植えられたのは、コナラ

とブナの苗木６００本。参加した皆さんは小さな緑の成長

を願いながら、一本一本丁寧に植え込んでいました。

荒川小で田植えの体験授業

泥だらけで作業に取り組む

　５月１４日、荒川小学校（高橋尚子校長・児童４５人）で

は田植えの体験授業が行われました。農業の大切さを

知ってもらおうと毎年行われているもので、地区内の学

校田には全校児童が参加。子供たちは老人クラブや祖父

母の指導を受けながら、はだしになって一株一株丁寧に

苗を植え付けました。慣れた手つきで作業をこなす上級

生に対し、全身泥だらけになりながら懸命に苗を植える

低学年の子供たち。ぬかるみに足を取られながらも、元

気いっぱいに田植え作業に取り組んでいました。

ふれあい広場に園児１７０人

人形劇の上演に大はしゃぎ

　５月２２日、「子どもふれあい広場」が開かれました。こ

れは児童福祉週間の一環として毎年行われているもので、

会場となった町中央公民館には町内の幼稚園や保育園な

どの園児ら１７０人が参加。参加者全員でリズム遊びを

行ったほか、劇団貝の火（東京都）による人形劇「こぶ

とりじいさん」と「わらしべ長者」が上演され、子供た

ちは人形の動きに笑ったり驚いたりしながら、物語に夢

中になって大はしゃぎ。同広場終了後、子供たちは出口

へ見送りに来た人形と握手をしたり、「バイバイ」と手を

振ったりと、いつまでも別れを惜しんでいました。



【ワンポイントアドバイス】
　野菜や果物を洗ったり、パンに

マーガリンを塗ってもらったり、お

子さんを料理にどんどん参加させま

しょう。作ること、食べることが楽

しくなりますよ。

　このコーナーでは、町管理栄養士や山田町食生活改善

推進員連絡協議会の皆さんが手軽にできるお弁当や郷土

料理、旬の食材を使った料理などを毎月ご紹介します。

３回目はお子さんと一緒になって、簡単に作ることがで

きる「みんなでワイワイサンド」です。

　作り方 
【材料（４人分）】

・たまごツナサンド

　バターロール…４個　マーガリン…適量

　リーフレタス…１枚　ゆで卵…１個

　ツナ缶…４０㌘　マヨネーズ…適量

・オープンサンド

　食パン…１枚　マーガリン…適量　イチゴ…２粒

　キュウリ…１/４ 本位　バナナ… １/４ 本位

　コンデンスミルク…少々

【作り方】

・たまごツナサンド

①バターロールは真ん中に切り込みを入れ、マーガ

リンを塗る。リーフレタスは洗い水気を切って３

等分にする。

②ゆで卵はボールに入れフォークでつぶし、油切り

したツナを加えマヨネーズであえる。

③バターロールにリーフレタスと②をはさんで完成。

・オープンサンド

①食パンは耳を切り落とし、マーガリンを塗り４等

分に切る。

②薄く切ったキュウリとバナナ、半分に切ったイチ

ゴを飾り、コンデンスミルクをフルーツの上に少

量のせて完成。

№３

みんなでワイワイサンド

【材料（２人分）】

小麦粉…２００㌘　ベーキングパウダー…１０㌘

砂糖…２０㌘　サラダ油…２５㏄　塩…少々

もち米…１合　ヒエ、イナキビ…各小さじ１

アマランサス、タカキビ…各大さじ１/２

イカ…半身　ホタテ…２個　カキ…５個

サケ…１切れ　生ワカメ…適量　生シイタケ…２個

ごま油、片栗粉、しょうゆ…各大さじ１

【作り方】

①小麦粉、ベーキングパウダー、砂糖、サラダ油、塩、

お湯１００～１２０㏄を混ぜ合わせて皮を作り、ラップに

包み寝かせておく。

②Aを混ぜ、炊飯器で炊く。

③イカは１～２㌢に細長く切る。サケは２㌢角に切る。

④塩を少し入れた熱湯でカキとサケを湯通しする。ホ

タテはボイルしておく。

⑤コショウ、しょうゆ、片栗粉、水３０㏄を合わせる。

⑥フライパンにゴマ油を熱し、イカとみじん切りにし

たシイタケを炒めて⑤を加え、とろみをつける。

⑦Ａと⑥、切ったワカメをさっくり混ぜる。

⑧皮を５等分して丸く薄く伸ばし、合わせた具、カキ、

ホタテ、サケをのせマヨネーズをかけて包む。

⑨蒸し器で７～８分蒸す。

海の幸五穀まん
野村光子さん（一戸町）の作品

　山田の魅力発信実行

委員会主催の「うん

めーごっつおー試食審

査会」の奨励賞受賞作

品をご紹介します。

【１２】

Ａ ｛



６月からコンビニで

支払いができます

【１３】
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笠
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藤
さ

２８

ん
に
１
０
０
歳
の
長
寿
祝
い
金

を
差
し
上
げ
た
こ
と
を
広
報
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
年
度
に
入
っ
て
５
月
７
日
に
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船
越
の
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さ
ん
、
５
月
　２０

日
に
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ん
、

石
山
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お
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ま

し
た
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こ
れ
で
町
内
の
１
０
０

歳
以
上
の
方
が
８
人
に
な
り
、

来
年
３
月
ま
で
に
は
さ
ら
に
５

人
の
方
が
１
０
０
歳
に
な
ら
れ

る
と
の
こ
と
、
長
寿
社
会
を
実

感
し
て
い
ま
す
▼
５
月
　
日
に

２１

行
政
区
長
会
議
が
行
わ
れ
今
年

も
活
発
に
８
人
の
区
長
か
ら
質

問
、
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
道
路
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溝
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街
灯
な
ど
の
身
近
な
問
題
か
ら
、

テ
レ
ビ
の
地
上
波
デ
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タ
ル
化

対
策
、
行
政
区
の
見
直
し
問
題
、

各
種
会
費
や
共
同
募
金
の
あ
り

方
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

区
長
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
ま
と

め
役
と
し
て
、
ま
た
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
山
田
町
長
　
沼
崎
　
喜
一

　
６
月
か
ら
、
水
道
料
金

と
下
水
道
料
金
の
現
金
支

払
い
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
の
営
業

時
間
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で

も
、
ま
た
納
付
書
の
裏
面

に
記
載
さ
れ
た
コ
ン
ビ
ニ

で
あ
れ
ば
全
国
ど
こ
で
も

支
払
い
が
で
き
、
手
数
料

は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

水
道
事
業
所
や
役
場
各
支

所
、
金
融
機
関
で
の
支
払

い
も
で
き
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
で
使
用

で
き
る
納
付
書
は
、
上
の

と
お
り
中
央
部
に
バ
ー
コ
ー
ド
が
印

刷
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
６
月
発
送

分
か
ら
対
応
し
ま
す
。

　
な
お
、
▼
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
い

る
▼
バ
ー
コ
ー
ド
が
な
い
▼
金
額
が

　
万
円
以
上
で
あ
る
▼
金
額
が
訂
正

３０さ
れ
て
い
る
―
―
納
付
書
は
コ
ン
ビ

ニ
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
支
払
い
方
法
に
は
月
々
の

手
続
き
が
不
要
な
口
座
振
替
も
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
町
内
各

金
融
機
関
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
水
道
事
業
所

（
察
　－

３
１
１
１
内
線
２
２
３
）

８２

へ
ど
う
ぞ
。

　町では、児童手当の現況届けを受け付けています。

現在児童手当を受給している方は、役場から今月中

旬に送付される現況届用紙に必要事項を記入し、次

の書類を添えて６月３０日までに役場住民生活課か役

場各支所に提出もしくは郵送してください。

　現況届けが提出されないと、６月分以降の手当が

支給されなくなりますので、ご注意ください。まだ

申請していない方や前年に所得制限のため手当が受

けられなかった方は、新たに「児童手当認定請求書」

の提出が必要となります。

◆現況届けに必要な書類

・厚生年金加入者…「健康保険被保険者証」の写し

・本年１月２日以降に本町に転入した方…前住所地

で発行された「平成２０年度の児童手当用所得証明

書」

◆問い合わせ　役場住民生活課住民記録担当（察８２

－３１１１内線１２６）へどうぞ。

　６月から住民基本台帳カードの交付を受

ける場合には、申請してから住基カードを

受け取るまでに最大で２週間程度の日数が

かかることになります。

　これまでは申請した当日に発行すること

ができましたが、申請件数が少なく発行費

用が割高となってしまうことから、経費削

減のため発行業務を外部委託することによ

るものです。

　住基カードの交付申請をするときは、日

数に余裕を持って申請していただきますよ

う、ご協力をお願いします。

試問い合わせ　役場住民生活課住民記録担

当（察８２－３１１１内線１２６）へどうぞ。

発
行
に
最
大
２
週
間
か
か
り
ま
す

６
月
か
ら
作
成
を
外
部
委
託

住

民

基

本

台
帳
カ
ー
ド

◆コンビニで支払いできる納付書の例

６月３０日までに届け出を

児童手当の現況届

水道・下水道
料金の現金納付

６月からコンビニ６月からコンビニでで

支払いができま　支払いができますす



【１４】

家屋の新築などは
お早めに届け出を

　住宅や店舗、倉庫、物置など

の家屋を新築・増築・取り壊し

をしたときや、名義を変更した

ときには、役場への届け出が必

要になります。届け出をしない

と、既に無くなっている建物や、

名義を変更する前の所有者に固

定資産税が課税されることにな

りますので、速やかに届け出て

ください。届け出があった家屋

については、役場税務会計課職

員が家屋調査に伺いますので、

調査にご協力をお願いします。

試問い合わせ　役場税務会計課

資産税担当（内線１１４）へ。

ミャンマーと中国
救援金を受け付け

　日本赤十字社では、ミャン

マー・サイクロンと中国・四川

大地震で被災された方々に対す

る救援金を受け付けています。

救援金は、郵便振替のほか、役

場保健福祉課の窓口でも受け付

けていますので、皆さんのご協

力をお願いします。

試郵便振替の口座

　口座番号　００１１０－２－５６０６

　口座名義　日本赤十字社

※通信欄には、「ミャンマー・サ

イクロン」または「中国大地

震」と明記し、受領書の発行

を希望する場合には「受領書

希望」と記入してください。

試受付期限　６月１０日

試問い合わせ　役場保健福祉課

地域福祉担当（内線１３２）へ。

　６月４日から１０日は「歯の衛生週間」です。この機会

に、皆さんで歯の健康について考えてみましょう。

◆むし歯予防は小さいうちから

　いつまでも健康な歯でいるためには、小さいうちから

のむし歯予防が大事。「どうせ生え替わるから」と思って

も乳歯のむし歯は永久歯に悪い影響があります。

◆山田の子供は虫歯が多い？

　町内の３歳児でむし歯を持っている子供の割合は、平

成１４年度の調査では５８.２％と、県平均（４２.７％）や全国

平均（３２.５％）を大きく上回っていましたが、歯磨き指

導などのむし歯予防に向けた取り組みの結果、平成１９年

度には３４.１％にまで改善してきました。

◆家庭で取り組むことが重要

　町では、乳幼児健診での歯科検診や、最もむし歯がで

きやすい１歳６カ月児から３歳児を対象に町内の歯科医

院でフッ素塗布や歯磨き指導を行うなど、むし歯を予防

するためのお手伝いをしています。しかし、子供のむし

歯予防には家庭での取り組みが一番重要。次の事に気を

付け、子供をむし歯から守りましょう。

①かかりつけの歯科医院を持ちましょう

　むし歯のあり、なしに関わらず定期的に受診し、む

し歯のチェックとフッ素塗布をしましょう。

②食事やおやつの回数と時間を決めましょう

　「だらだら食い」をしていると、口の中が酸性になり、

歯の表面を溶かしてむし歯になりやすくなります。

③歯磨きの習慣を身に付けさせましょう

　慣れないうちはいやがりますが、毎日続けると上手

になります。慣れたら糸ようじも使ってみましょう。

◆問い合わせ　役場保健福祉課健康づくり担当（察８２－

３１１１内線１６１）へどうぞ。

６月４日～１０ 日は「歯の衛生週間」

大人が守ろう子供の歯

　町では、さわやか健康教室の

参加者を募集しています。

　この教室は、６５歳以上で一人

暮らしの男性の方を対象に毎月

１回開催しているもので、調理

実習による栄養学習や昼食を通

した仲間づくりを行っています。

バスによる送迎もありますので、

お気軽にご参加ください。

試開催日・場所　毎月郵便で連

絡します

試時間　午前１０時～午後２時

試参加料　無料（調理実習の内容によって材料費を実費

負担していただくことがあります）

試内容　調理、昼食会、体操、交流会など

◆申込先・問い合わせ　役場保健福祉課高齢者福祉担当

（察８２－３１１１内線１６４）へどうぞ。

４月に行われた教室

調理を通して仲間づくりを
さわやか健康教室の参加者を募集

６月の町長面談日
試日時　６月１７日（火）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は役場総務課

内線４１３へご連絡ください。

試試験日　８月３日（日）

試試験種類　甲種（全類）、乙種

（全類）

試試験地　釜石市、盛岡市、奥

州市

試願書の配布場所　山田消防署

試受付期間　６月１８日～２７日

試申込先・問い合わせ　除消防

試験研究センター岩手県支部

（察０１９－６５４－７００６）へ。

消防設備士試験が
８月に行われます

　最低賃金法が改正され、７月

１日から施行されます。主な改

正点は次のとおりです。

諮最低賃金以上の賃金を支払わ

なかった場合の罰金額が、最

高５０万円に引き上げられます。

諮派遣労働者に対しては、派遣

先の地域や職種ごとに決めら

れた最低賃金が適用されます。

諮これまで最低賃金が適用され

ていなかった障がいがある人

や試用期間中の人など一定の

労働者については、労働局の

許可により減額した最低賃金

が適用されます。

試問い合わせ　岩手労働局（察

０１９－６０４－３００８）へどうぞ。

改正「最低賃金法」
７月１日から施行

　宮古地区広域行政組合では、

フリーマーケットを開催します。

試日時　６月２９日（日）

　　　　午前９時～正午

試場所　みやこ広域リサイクル

センター（宮古市小山田）

　――　出店者を募集　――

　上記フリーマーケットの出店

者を募集します。出店を希望す

る方は６月２５日までに電話でお

申し込みください。

試出店資格　宮古管内に住む人

試売場面積　２.５㍍×２.５㍍

試出店料　無料

※出店場所に敷くシートは、出

店者が準備してください。

試申込先・問い合わせ　みやこ

広域リサイクルセンター(察

６３－７７５３）へどうぞ。

フリーマーケット
宮古で開催します

まちで出会ったか
わいい笑顔

●１ ７月６日を投票日として行わ

れる、山田町長選挙の選挙当

日の投票時間は午前７時から

何時まで？

　佳午後６時

　加午後７時

　可午後８時

●２ ６月１日～７日は○○週間？

　佳ガス　加水道　可電気

●３ ４月２７日に８,０００人の来場者

でにぎわったイベントは三陸

山田○○まつり？

　佳ウニ　加カニ　可カキ

●４ 今月の「１歳になりました」

に登場している赤ちゃん１１人

のうち、女の子は何人？

　佳３人　加５人　可７人

【応募方法】　はがきに陰クイズ

の答え隠住所韻氏名吋年齢を明

記の上、ご応募ください。全問

正解者の中から抽選で１０人に

５００円の図書カードをプレゼン

ト。応募は一人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所

記載不要）山田町役場広報クイ

ズ係

【締め切り】　６月１８日（当日消

印有効）

☆前回の正解は①－Ａ、②－Ａ、

③－Ｂ、④－Ｂでした。応募者

数は３３人で全員が正解。抽選の

結果次の１０人が当せんしました。

境田町＝堀合絹花（９）　長崎＝

阿部祥子（１１）、堀合和代（５０） 

船越＝黒沼吉雄（４７）　織笠＝糠

森玲音（６）、竹内厚志（５３）　大

沢＝大町テイ子（？）、福士美月

（１２）　豊間根＝佐々木利男（６６）

荒川＝芳賀勉（？）　　<敬称略>

【１５】

　町では、木造住宅の耐震診断

を実施します。

試対象住宅　諮昭和５６年５月３１

日より前に着工された１戸建

て諮床面積の２分の１以上が

住宅の用途である諮木造平屋

建てか木造２階建て諮過去に

耐震診断を受けていない――

住宅

試戸数　１０戸（先着順）

試費用　３,０００円

試受付期間　６月１０日～７月３１日

試問い合わせ　役場地域整備課

建築住宅担当（内線２５１）へ。

　町では、期限付臨時職員を募

集します。選考方法は書類審査

（履歴書）と面接です。

試職種　一般事務補助

試募集人数　１人

試勤務場所　地域整備課

試応募資格　町内に住所があり、

パソコン操作のできる人

試賃金　日額５,４００円

試任用期間　７月１日～１２月３１日

試申込方法　役場住民生活課ま

たは各支所に備え付けの履歴

書に必要事項を記入し、総務

課に提出してください。

試申込期限　６月１３日

試問い合わせ　役場地域整備課

庶務担当（内線２４３）へ。

◎行政相談

試日時　６月１９日（木）

　　　　午前１０時～正午

試場所　町中央コミュニティセ

ンター

試相談内容　国や県、市町村の

仕事で納得できないことなど

試相談員　行政相談委員

試問い合わせ　役場住民生活課

住民相談担当（内線１２８）へ。

◎療育巡回相談

試日時　６月２０日（金）

　　　　午前１０時～午後３時

試場所　保健センター

試相談内容　言葉の遅れや知的

発達の遅れなど、お子さんの

発達障がいに関する相談

試相談員　県立療育センター職員

試申込期限　６月６日

試申込先・問い合わせ　役場保

健福祉課健康づくり担当（内

線１６６）へどうぞ。

町の期限付臨時
職員を一般公募

町が木造住宅の
耐震診断を実施

各種相談あります
お気軽にご利用を

老人囲碁将棋大会
皆さんのご参加を

試日時　６月２７日（金）

　　　　午前９時～

試場所　町中央コミュニティセ

ンター和室

試参加資格　町内に住んでいる

６０歳以上の方

試参加費　１,０００円（昼食、懇親

会費）

試申込期限　６月１６日

試申込先・問い合わせ　山田町

老人クラブ連合会事務局（山

田町社会福祉協議会内察８２－

３８４１）へどうぞ。

６月１日付で町
職員の人事異動

◆総務課　試副主幹（保健福祉

課上席副主幹）福士雅保◆保健

福祉課　試副主幹（教育委員会

事務局同）芳賀昭義◆教育委員

会事務局　試主事（総務課同）

坂本理奈◆町立図書館　試主任

（総務課同）佐々木勝吉

国家公務員Ⅲ種の
採用試験行います

　人事院では、国家公務員採用

Ⅲ種試験（高校卒業程度）を実

施します。

試受験資格　昭和６２年４月２日

から平成３年４月１日までに

生まれた人

試職種　行政事務、税務、電気・

情報、機械、土木、林業

試試験日　９月７日（日）

試試験地　盛岡市など

試受付期間　６月２４日～７月１日

試申込書の請求先・問い合わせ

人事院東北事務局（〒９８０－

００１４仙台市青葉区本町３－２

－２３　察０２２－２２１－２０２２）へ。

　不法滞在外国人による犯罪が

多発しています。不法滞在外国

人のほとんどは在留期間が過ぎ

ているか、働く資格が無いにも

かかわらず国内で仕事をしてい

る不法就労者となっています。

犯罪被害の防止にもつながりま

すので、外国人を雇用する際に

はパスポートで「在留期限」や

「在留資格」を確認し、不法滞

在・不法就労をなくしましょう。

試問い合わせ　宮古警察署（察

６４－０１１０）へどうぞ。

外国人不法滞在や
不法就労の防止を

　町では、本年度の住民協働推

進事業補助金の申請を受け付け

ています。受付期限が近づいて

いますので、希望する団体はお

早めに申請してください。なお、

詳しい内容については４月１日

号の広報をご覧ください。

試受付期限　６月３０日

試問い合わせ　役場総務課住民

協働推進室（内線４４０）へ。

住民協働推進事業
申請は６月末まで

　毎年５月から８月ごろにかけ

て、テレビの電波が乱れること

があります。この電波障害は日

中に発生することが多く、ＶＨ

Ｆの１～３チャンネルにのみ発

生するのが特徴です。通常は１、

２時間程度で正常に戻りますが、

長時間続くこともあります。原

因は自然現象による外国電波の

伝来によるもので、完全に防ぐ

ことはできません。皆さんのご

理解をお願いします。

試問い合わせ　ＮＨＫ視聴者

コールセンター（察０５７０－

００３４３４）へどうぞ。

テレビの電波障害
皆さんのご理解を



おめでた・おくやみ

４月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試山田　佐藤 真  裕 （学・男）、阿部 佐  祐 （直
ま ひろ さ すけ

樹・男）、清水 勝  成 （篤・男）、下村 桜  子 （知
かつ なり さくら こ

信・女）、村上 雄  俐 （学・男）、佐藤 創  志 （伸
ゆう り そう し

也・男）、佐藤 佑  李  也 （秀一・男）
ゆ り や

試船越　三浦 理  桜  菜 （通春・女）
り お な

試織笠　佐々木 和  俊 （和哉・男）、佐藤 真  桜 
かず とし ま お

（保博・男）

試大沢　千代川 桃  佳 （清照・女）、小野 陽  愛 
もも か はる か

（浩樹・女）

試豊間根　木村 希 （秀幸・女）、橋場 紘  菜 （正
のぞみ ひろ な

明・女）

〔結婚した二人〕（　）は住所

吉田雄（滝沢村）・田代初実（田の浜）

澤舘正人（大槌町）・村田由香里（山田）

山﨑誠治（長崎）・大川やす子（北浜町）

萬寛史（八幡町）・乙戸理恵（宮古市）

中嶋倫利（大沢）・川村恵美子（大沢）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　関昭雄（８０）、鈴木高明（７５）、柳澤

キミヱ（９０）、関佑三（７８）、福士勝彦（６１）、

 サヱ（７５）、熊谷志郎（８１）、武 金次郎（７０）

試船越　 々木チヨ（８８）

試田の浜　 々木シズ（８０）、山﨑國夫（６６）、

倉本弘富（７０）、山﨑柱三郎（６７）、五十嵐将

一朗（８１）、 々木誠（７２）、川村安三（７５）

試大浦　門ヨシ子（８９）、佐々木ミサヲ（６５）、

漉磯コヨシ（８８）

試織笠　昆正造（９５）、昆 子（７９）、昆コヨ

シ（９７）、佐々木富士子（６８）、菅原安兵衛（８０）

試大沢　道又昭雄（７５）、平野幸一（６８）

試豊間根　木村末太郎（８４）

◆
今
回
の
「
ま
ち
で
出
会
っ
た
」

は
別
の
取
材
の
時
遊
ん
で
い
た
子

供
た
ち
。
協
力
し
て
く
れ
た
お
嬢

さ
ん
に
感
謝
で
す
。
皆
さ
ん
広
報

マ
ン
に
出
会
っ
た
ら
か
わ
い
い
笑

顔
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
先
日
、
久
し
ぶ
り
に
サ
ッ
カ
ー

の
試
合
に
出
場
し
ま
し
た
。
キ
ッ

ク
オ
フ
の
笛
で
走
り
出
し
た
瞬
間

両
足
の
ふ
く
ら
は
ぎ
が
つ
り
、
わ

ず
か
５
分
で
交
代
に
。
運
動
不
足

と
は
い
え
、
情
け
な
い
…
。

●文 ●和 

町民のうごき
（４月 1 日～３０日）

試出生……１４人　　試転入……５３人

試死亡……３０人　　試転出……８８人

試人口…１９,９１１人（今月減 ５２人）

　男…９,５５３人　女…１０,３５８人

試世帯数………………７,２２４世帯

「広報やまだ」は環境に優しい再生紙と
大豆油インキ（植物油）を使用しています。

瀬　川　 結 　 唯 
ゆ い

（荒川・宏昭・男）

眞　田　 悠 　 史 
ひさ し

（飯岡・将文・男）

荒　川　 芽 　 衣 
め い

（田の浜・一正・女）

芳　賀　 遼 　 太 
りょう た

（織笠・喜博・男）

横　田　 琉 　 翔 
り ける

（長崎・秀一・男）

長谷川　 光 　 希 
こう き

（豊間根・真・男）

湊　　　 大 　 耀 
たい よう

（船越・健治・男）

山　﨑　 凉 　 太 
りょう た

（境田町・正和・男）

大　川　ら　ん
（大沢・敦・女）

一　條　 真 　 聖 
まさ と

（飯岡・学・男）

佐　藤　 稟 　 暖 
り のん

（山田・匡尚・女）

※敬称略、（　）内は地区名・保護者・

　性別です。
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　目に見えなくても、不法電波は社会の迷惑

になります。電波はみんなものです。ルール

を守って正しく電波を使いましょう。

ルールを守って
　　正しく使おう

デンパくん

　電波の混信・妨害についてのお問い合わせは、総務省東北総

合通信局相談窓口（察０２２－２２１－０６４１）へどうぞ。

６月１日から
１０日は

「電波利用保
護旬間」
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